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1995 (平成 7 )年 1 月 17 日に起こった阪神・淡路大震災は，数多くの企業の経営業績に影響
を及ぽし，時には企業を倒産させたと思われる。














第 1 表 関東大震災前における被災工場設備状況
工場名 精紡機(錘) 撚糸機(錘) 織機(台) 備考
小山第一 40, 92 12, 688 綿糸生産
21, 904 
小山第二 52, 472 21, 176 綿糸生産
23, 20 
小山第三 43, 584 10, 716 綿糸生産
小山第四 40, 752 綿糸生産
小山第五 1, 87 綿布生産
川崎 109, 904 21, 968 綿糸生産
1, 320 
押上 59, 34 21, 136 綿糸生産
小名木川 13, 824 
691 綿糸布生産12, 92 







が，小山第ーから第四と押上の各工場は 4 万-5 万錘台であり，川崎工場は10万錘をそれぞれ
擁していた。そして，これら各工場の精紡機錘数，撚糸機錘数，織機台数の合計は，それぞれ
360 ， 872錘， 87 ， 684錘，と 2 ， 578台であった。なお，これらはその当時の同社の総精紡機錘数














工場名 種類 坪数(坪) 精紡機(錘) 撚糸機(錘)
小山第一 倒壊 5, 734 
-第二 半壊 4, 838 
無事 2, 202 
小山第三 焼失 3, 425 43, 584 10, 716 
(工場本館)
小山第四 焼失 3, 447 40, 752 
(工場本館)
小山第三 倒壊 418 
-第四・ 半壊 11, 040 
第五 無事 5, 365 
川崎 倒壊 12, 872 
半壊 2, 615 
無事 2, 312 
押上 焼失 4, 852 59, 344 21, 136 
(工場本館)






死亡者 負傷者 | 
(人)
108 59 







( 2 ) 従業員
設備での被害の大きさよりも，もっともっと計り知れない，尊い犠牲があった。言うまでも
なくそれは，工場で働く従業員に死傷者がでたことである。同社には絹糸布を生産する保土ヶ











工場名 建 物 精紡機 織 機 その他
小山第一 3割・大正13年 5 月 据付け着手・大正13年 一部運転開始 12月下旬より
-第二 完成予定 6 月完成予定 一部運転開始の見込み
小山第五 8割・大正13年 2 月 大正13年 6 月
完成予定 完成予定
川崎第一 3割・大正13年 5 月 据付け着手・大正13年 12月中旬より第一工場
-第二 完成予定 6月完成予定 一部運転開始の見込み
[出典] r第五拾六回報告書』
第 4 表被災工場の復旧・復興進捗状況(大正13年 5 月現在)
工場名 建 物 精紡機 その他
小山第一 9 割・大正13年 6 月 8 割据付け・ 増設 :8 割
-第二 完成予定 大正13年 6 月完成予定
小山第五 完成 完成
川崎第一 9 割・大正13年 6 月 8 割据付け・
-第二 完成予定 大正13年 6 月完成予定
[出典] r第五拾七回報告書』
第 5 表被災工場の復旧・復興進捗状況(大正13年11月現在)
工場名 建 物 精紡機 その他
小山第一・第二 完成 完成
小山第一・第二 完成 完成








12) 年11月現在(第 3 表)では， 1924 (大正13) 年 5 月の予定であったが，次に1924 (大正13)
年 5 月現在(第 4 表)では，同年 6 月予定となり，最後の同年11月現在(第 5 表)では既に完
成していた。次に精紡機の完成についても同様にみていくと，最初は1924 (大正13) 年 6 月で




小山第五工場も同様にみていくと，建物は最初， 1924 (大正13) 年 2 月の完成予定であり，
同年 5 月には完成していた。また，精紡機は最初， 1924 (大正13) 年 3 月の完成予定であった
が，同年 5 月には既に完成していた。
川崎第ーと第二の各工場の建物の完成は最初， 1924 (大正13) 年 5 月の予定であったが，次
には同年 6 月の予定となり，最後の11月には完成していた。また，精紡機についてみると，最
初1924 (大正13) 年 6 月の完成予定が，次には同年 7 月となったが，最後の11月では完成して
いた。
また，第 5 表によれば，小山第三と第四の各工場には精紡機が増設される予定であった。













そして，この法律の運用は，工場法施行令(大正 5 年 8 月 2 日公布 勅令第百九十三号 大

























































終身白用ヲ弁スルコト能ハサルモノ(一生自活できない場合) 170 日分， 300 日分
終身労務ニ服スルコト能ハサルモノ(一生労働ができない場合) 150 日分， 200 日分










科 目 焼失分 汚損分 倒壊破損分 ム口 計
水路橋梁 72. 100 72. 100 
建 物 846. 268 3.177.090 4. 023. 358 
機 械 1. 609. 568 2.652.089 4. 261. 657 
器 具 98. 872 120.275 219. 148 
拡張費 34.340 428. 928 463. 268 
原 料 2.143.335 2.143.335 
製品仕掛物需用品 919. 155 282. 100 1. 201. 256 
諸雑費 261. 098 261. 096 
tE』3 計 5. 651. 540 543. 197 7. 150. 483 13.345.221 
[出典] r第五拾六回報告書』
[注] 円以下切り捨てのため合計は必ずしも一致しない




項目・科目 第55回 第56回 第57回 第58回 第59回 第60回
期 間 大正11年12月 大正12年6月 大正12年12月 大正13年 6 月 大正13年12月 大正14年6月~大正12年5月 -11月 ~大正13年5月 -11月 ~大正14年5月 -ll月
職員職工恩給基金及
衛生教育救済基金(円) 2, 104, 479 1, 79 1, 455 1, 515, 889 1, 537, 874 1, 577, 250 1, 627, 929 
故日比谷平左衛門氏寄贈職
員職工遺族扶助基金(円) 100, 000 100,000 100.000 100.000 100, 000 100,000 
資本金(円) 45, 200, 000 45,200,000 45,200,000 45, 200,000 45,500, 000 45,500,000 
払込み未済資本金(円) 17, 250,000 17, 250, 000 17, 250, 000 11, 544, 300 11, 507, 912 11, 500, 000 
社 債(円) 1, 200, 000 1. 200, 000 600, 000 600,000 10,000,000 10,000,000 
借入金(円) 1. 500, 000 1. 500, 000 8, 525, 423 10,525, 423 5, 475, 423 9,925, 423 
支払手形(円) 850, 000 6, 318,940 9, 369,578 6,561, 094 13, 334, 428 10,919,366 
未払い金(円) 5, 088,306 3, 870, 167 4, 535, 160 6,823,878 5, 21 1, 704 4, 01 1, 048 
諸税及び利息(円) 不明 利息 280， 131 580.452 919,339 1. 395, 779 1, 789, 341 
震火災復旧費(円) 1, 490, 211 6, 751. 130 2,881, 361 
当期固定資産償却金(円) 500,000 。 300,000 500,000 700, 000 700,000 
固定資産償却金総額(円) 12, 640,345 12,640, 345 12,940, 345 13, 440,345 14, 140, 345 14,840,345 
当期利益金(円) 5, 586,767 ム10， 448， 816 2, 873, 898 3, 177,649 3, 190, 731 3,210, 237 
当期職員職工恩給基金及
衛生教育救済基金(円) 279,338 143, 694 158,882 159, 136 160, 511 
法定準備積立金 6, 190, 000 6,690,000 6, 690,000 6,890,000 7,238, 500 7,550,000 
損失補填準備積立金 2,621, 666 2,621, 666 。 。 。 。
別途積立金 6, 500,000 6,500, 000 。 。 。 。
前期繰越金 4, 007,777 1. 003, 630 1. 425, 753 1, 760, 874 1. 980, 357 2, 208, 550 
当期株主配当金(円) 3, 481. 387 1. 677. 000 1, 677, 000 1. 907, 000 2,040, 000 2,040,000 
当期株主配当率(円) 25 12 12 12 12 12 
9 月 1 日震火災 和田豊治(社長)
損害費; 弔慰金;
備 考 13， 345 ， 221円 500， 000円ムは欠損 湯山富奪勤(監査
役)弔慰金;
40， 000円

































大正 年 月 富士瓦斯紡績 鐘淵紡績
12 8 16, 002.5 20, 761. 5 
9 6, 713.5 19.340.5 
10 7. 142. 0 19.569.5 
1 7. 731. 5 20.665.0 
12 7.860.5 20.885.5 
13 7.314.5 18. 351. 0 
2 8.180.5 19. 796. 0 
3 8.471. 0 18.826.0 
4 9.674.0 18.750.0 
5 9. 906. 5 17.561. 5 
6 10.484.0 18.081. 0 
7 9.448.5 16.052.0 
8 9.419. 5 16.558.0 
9 10.870.0 17.115.0 
10 11.660.0 17.090.0 
1 12.649.5 18.264.0 
12 13. 719. 5 19.161. 5 
(1 -12月の計) 121. 797. 5 215.606.0 
大正14年 1 月 -12
158.675.5 219.547.0 月の合計
[出典]大日本紡績連合会『大日本紡績連合会月報』
うに，富士紡の綿糸生産高が震災後には6 ， 000梱台まで減少し， 10 ， 000梱台に回復するのは1924








( 7 ) 前掲『富士紡績株式会社五十年史J 201頁
( 8 ) 向上書 210-211頁
- 61 ー
矢倉伸太郎
こで1924 (大正13) 年12月 20 日の株主総会で1 ， 000万円の社債を発行することを決議し，三菱銀







東京第五工場の 5 工場を有するのみであった。しかし，これら 5 工場は東京府南葛飾区隅田村
にあるので，震災の被害を被った。
















































工場名 建 物 器 械 死亡者 負傷者
第一工場 全部倒壊 精紡機の大部分は大破す 7名(男子 l 名・ 25名(重傷;男子 2 名
(綿糸生産 (混打綿機の一部を るが修理後再使用可能 女子 6 名) -女子 2 名，
30， 440錘) 除く) 初紡機は使用できず 軽傷;女子21名)
第二工場 煉瓦壁の亀裂・剥落 据付けの狂い 2 名(軽傷;女子 2 名)
(綿糸生産 地盤が狂う
18， 560錘) 屋根瓦墜落






第五工場 煉瓦壁の一部破壊 一部破損 3 名(女子 3 名) 12名(重傷;男子 l 名 | 
(綿糸生産 地盤が狂う (精紡機・初紡機) -女子 2 名，





死亡者と負傷者は『鏡紡東京本支店史』同社[昭和 9 年] 595-614貰による
工場名の下の( )は「鐘淵紡績株式会社株主各位へ選告J (W大阪朝日新聞』大正12年 9 月 19日)による




































第二工場 昼間操業; 10月 16 日開始
夜間操業 ;11月 7 日開始
第三工場 昼間操業; 9 月 29 日開始
夜間操業; 10月 8 日開始
第四工場 一部操業 ;9 月 25 日開始
織機運転; 10月 20 日開始
第五工場 一部操業; 10月 16 日開始

































( 2 ) 共済組合























すなわち， I終身自用ヲ弁スルコト能ハサルモノ 工場法; 170 日分以上，鐘紡; 500 日分以上
600 日分以内 終身労務ニ服スルコト能ハサルモノ 工場法; 150 日分以上，鐘紡; 300 日分以上










いま，最高に支給された場合を想定すると， 3 ， 000円十 500円 +100円十 300円+ (30円 X12 ヶ
月 X3年) =4 ， 980円となる。
また，このf也被災地に居住している従業員にも総額61 ， 589円の見舞い金を給付した。なお，
12月 2 日に震災殉難者追悼法要を挙行した。






鐘紡の震災による被害額については，前述の株主への謹告で、は約3 ， 500 ， 000円と見積もられた
が， 1924 (大正13) 年 1 月 22 日開催の株主総会で会社側は「約参百六七拾万円ノ間J (r第七拾
四固定時株主総会及臨時株主総会速記録抜粋.J)と説明した。そして，この金額は第11表にみら
第11表経営数値(第73回~第76回)
項目・科目 第73回 第74回 第75回 第76回
期 間 大正11年12月 大正12年 6 月 大正12年12月 大正12年6月
~大正12年 6 月 -12月 ~大正13年 6 月 -12月
資本金 18, 127, 650 18, 127, 650 60, 000, 000 60, 000, 000 
払込み未済資本金 1, 640, 680 1, 640, 680 31, 404, 262 31, 404, 262 
諸種積立金 25, 438, 191 26, 438, 191 26, 938, 191 27, 434, 191 
別途準備積立金 1, 000, 000 1, 000, 000 1, 00. 000 1, 000, 000 
配当準備積立金 1, 000, 000 1, 000, 000 1, 00. 000 1, 00. 000 
社 債 1, 500, 000 1, 250. 000 1, 000, 000 750, 000 
借入金 。 。 。
未払い金 8, 454, 450 7. 766, 234 7, 247, 200 7, 808, 834 
支払手形 1, 943, 662 3, 135, 362 。 。
社債利子 50, 491 42, 499 35, 409 24, 260 
共済組合救済金支払額 150, 761 20 1, 782 151, 146 20 1, 135 
(共済組合規則による)
当期固定資産償却金 1, 500, 000 50. 000 1, 500, 000 1. 500, 000 
関東大震災被害及復旧費 1. 349. 248 341, 856 
東京本店倒壊工場各種償却費 417, 461 
震災臨時費 494, 174 
各工場耐震補強工事費 1, 085, 996 
前期繰越金 10, 790, 730 11, 118, 771 10, 017, 775 10.666, 319 
当期利益金 7.998.480 5, 155, 094 6, 864. 283 7. 565, 913 
当期株主配当金 1, 648, 697 1, 648. 697 2, 044, 058 5, 433.190 
4, 121, 742 3. 297. 394 2, 861, 681 
当期株主配当率 20 20 20 38 
50 40 28 
{蒲 考 取締役望月栄作; 望月栄作(取締役)4 月 22 日死亡 弔慰金; 100， 000円








































他方，震災により死去した従業員には，最高日給の1 ， 060 日分つまり当時の紡績女子従業員の
平均日給をl. 17円とすれば約1 ， 240円である。これに葬祭料などを加えても 2 ， 000円にはならな
いであろう。






(付記) 本稿は1997年度科学研究費補助金(基盤研究 (B) (2) ・課題番号08453020) なら
ぴに1995年度奈良産業大学経済学会特別研究助成金による研究成果の一部である。
(17) 前掲『綿糸紡績事情参考書』第四十一次
-69-
